ぶ^'こ 自転車のルールを守って、安全走行 


ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

ナショナル自転車工業株式会社（およびその関係会社）は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や 
修理、その確認などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、個人情報を適切に管理し、修理業務 
等を委託する場合や正当な理由びある場合を除き、第吉者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓口 
にご連絡ください。 


修理•取扱い .手入れなどは まず、お買い上げの販売店へ ごホ目談くださし、。 



ナシヨナル自転車工業株式会社 

干已82 -8501 大阪府柏原市片山町13番13号 


©2006 National Bicycle Industrial Co., Ltd. All Rights Reserved 


NYT 786 N 030曰-曰096 


Panasonic 

取扱説明書 

電動八イブリツド自転車 
口 。 □ S BE-EHB67 



※イラストは、イメージ図を使用していまず。あ巧やデヴインび、お買い上げいただいた自転車と異なる場合びあ D まず。 


このたびは、電動八イブリツド自転車 「LYRE 己旧 D EBJ をお巧めいただきまして、まことにありびとうございました。 
取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 特に r を全上のごま意 J (4 〜 8 ページ）は、ご使用前に必ずお 
読みいただき、ま全にお使いください。 

お読みになった樹ホ、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。 

製品を他の人に譲渡される場合は、この取扱説明書を一緒におミ度し願います。 

お子様びお使いになる場合は、 保護者の方びこの取扱説明書を必ずお読みいただき、正しい乗りかたをご指導くださし、。 

この自転車は、散歩、買い物などの日常生活用として設計されています。 

新聞配達など、業務用としてご使用にならないでください。 


保証書別添付 

♦保話 書は 、 r お買い上げ日、販売店名」 などの、記入を必ず確かめ、販売店か日お受け取りください。（記入びない場合は、 
無効となります。） 

♦必ず、販売店に 防犯 登録をしてちらってください。（法律で義務付けられています。） 













































































〈電動 A イブリッド自転車とは〉 

『 LYREB 旧 D EB 』 は、電動補助システムび付いた電動八イブリッド自転車です。 
電動八イブリッド自転苗ホ、普通の自転車と異なった部分びありまず。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく、ま全、快適にお乗りください。 

♦『 LYREB 旧 D EB 』 の特長 

① 巧許証び不要でず。 

『 LYREB 旧 D EB 』 は、運転免許証無しで乗ることびでさます。 

② 電動補助力の働さで楽に乗れまず。 

上りあや向い風、荷物を積んだ時などに電動補助力の働きで楽に走れます。 

☆乗る人の踏力、道路の状況、積載荷物の重量等の条件により楽になる度合は個人差びあります。 

③ バッテリーび切れても、普通の自転車として走行できまず。 

乗りやす <、こざやすい、人にやさしい設計びなされています。 

④ アシストモード切替機能び付いていまず。 

ペダルを踏む力や走行する道路の状況に応じて、モーターの補助力を選ぶことびでさます。 

⑥リチウムイオンバッテリーを使用していまず。 

メモ U - 効果*のむ配び無く、非常に軽量です。また、安全性に優れたマンガンタイプを使用しています。 
※メモリー効果とは、継ぎ足し充電を何度も繰り返すと、見かけ上バッテ U -容量び低下すること。 

•電動補助カヴシストカ）の働きと大きさの変化 

ペダルを踏むと瞬時に、補助力び働さ、自転車の約半分の踏力で走行でさます。 

電動補助力の大きさと補助速度節囲は、変速位置、走行速度により変化します。 



手元スイッチのアシスト切替ボタンび r 標準」モードの時は、補助力び「強」モードより弱くなります。 
※走行距離の目安は業界の基準で測定しています。詳しくは、23ページをご覧ください。 

♦巧のようなときはアシストカび働きません。 

〇時速び 24 km / hiU 上のとき。 

変速段数によっては、24 km / hLU 下でアシストカび働かない場合びあります。 

〇ペダルを踏む力び弱いとさ。 

ペダルの回転を止めているとさ、自転車び停止しているとさちアシストカは働さません。 

〇バッテ I 」一残量びな < なったとさ。 

バッテ U —の残量び少なくなると、残量表示ランプび早く点滅します。 
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安全 上の ごま意 （1) (必ずお守り<ださい） 


お使いになる人や他の人への危書、財産への損書を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、なのよラに 
説明しています。 


■表示内容を無視して、 

誤った使い方をしたとさに生じる危書や損害の程度を、次の表示で区分し説明しています。 

ち険 

この表示の欄は、 r 死亡または重傷などを負ラ危険び切迫して生じることび想定 
される」内容です。 

A 警告 

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負ラ可能性び想定される」内容です。 

A 注意 

この表示の欄は、 r 傷害を負ラ可能性または物的損害のみび発生する可能性び想定 
される」内容です。 

■お守りいただく内容を、説明しています。 

0 (DO 

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

〇 

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 

A A 

この絵表示は、気をつけていただきたい「を意喚起」内容です。 




[ A 整化1 

/ / 1 \ ■ 

\ 

■ヴドルや八ンドルは「弓1上げ限界線」が 
見える状態で乗日ない 

サドルや八ンドルの巧れにより、転倒や衝突 
^ V のおそれびあります。 

ノ 

■ 改造や分解、また指定がのを油はしない 

部品の破損や、ブレーキび効かなくなって 

V.JV 転倒や衝突のおそれびあります。 

分解禁止 

■八ブステップなどの 
突出物を装着しない 

fC \ 歩行ちなどに危書を ステイッち 

およぼすを'それびをります。 

■ 調整後の締め付けを確認せずに乗5ない 

住輪の脱着やサドル•バッテリーライトなど） 

車輪などび、外れて転倒のおそれびあります。 


"リー（電池） 


A 危険 


■乂中に投げ 
入れたり 
加熱しない 


0 



■ 分解や改造は 

■他の機器に 

■ (+) と（一 ) を 

しない 

使用しない 

金属等で、 

分解禁止 

心 ミ 

心^ 

接触させない 

& 藻 


専用の 


巧電式電池 

昭和 


I 巧電には、 
専用の巧電器 
を使用する 



液漏れ、発熱、破裂の原因になります。 


はじめに 
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A 1 

度 化 
言 口 


/ 


■ 水を入れたり、水中に投下しない 

■ 傷ついたまま使用しない 

/ C - N 端モ部か日水を入れるとショートして、 

(XJ 発熱の原因に、また、水中に投下すると 
電池機能を失い、使えなくなります。 

\ 

/ C-N ケースなど、破損したまま使用すると漏液や 
( X )発熱の原因になります。 

♦お買い上げの販売店で点検をラけてください。 

ノ 


は 

じ 

め 

に 



■分解や改造はしない 



/ K 危険 


■衝撃を与えたり、落下や 
か濡れをさせない 


0 



■専用電池!^ソがの巧電 
には、使用しない 


0 


発熱、発火、電池の液漏れ、 
感電のおそれびあります。 


発熱、発火、感電のおそれびあります。 


[ 1 

度 化 
言 口 

> 


[ 1 ZlA i 


■ 電源コードや電源プラグを破損するよ 
ラなことはしない （傷つけたり、加工したり、 
熱機具に近づけたり、無理になげたり、ねじったり、 
引っ張ったり、重い物を載せたり、束ねたりしない） 

傷んだまま使用すると、感電•ショート-発火の原因 
になります。 

♦コードやプラグの修理は、販売店にご相談ください。 

■ コンセントや配線器具の定格を超える 
使い方や、交流 100 V 1 U 外での使用は 
しない 

/0\たこ足配線等で、定格を超えると、発熱による 
火災の原因になります。 

■幼巧やぺットが触れる所にが置しない 

感電-けびの原因になります。 

■ めれた手で電源プラグの巧さ差しはしない 

ベ—^感電のおそれびあります。 

■ 巧電端子や電源プラグのほこり等は 
定期的にとる 

ほこりびたまると、湿気等で絶縁不良となり、 
W 乂災の原因になります。 

^ ♦電源プラグをなさ、乾いた巧でないてください。 

■ 電源プラグは根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全ですと、感電や発熱による 
火災の原因になります。 

J 



A 注意 


[ 


■充電中は長時間、皮膚の 
同じ場所で触れない 

/ Ov 充電中は、40〜巳〇でにな 
IXJ る場合びあり、低温やけど 
のおそれびあります。 

■巧電器は不ま定な場所に 
設置しない 

/ C \ コードび引っぱられると 
(\)故障や、発火、感電のおそれ 
びあります。 

♦平坦な場所にしっかり 
設置して < ださい。 

■巧電器にカバーをしたり、 
上に物を置かない 

/ Ov 内部び発熱し、発火の 
【\J おそれびあります。 

ノ 
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安全上のごま意 （2) (必ずお守り<ださい） 


んな柔り方は、やめましよう！ 


■巻を込みやすい物を車輪や 
ギヤに近接させて柔日ない 

(長いスカートやマフラー、傘や 


ぺットのひもなど） 


0 



車輪やギヤに巻さ込まれ、転倒の 
おそれびあります。 


■滑りやすい靴や、かかと 
の高い靴、厚底靴などを 
はいて乗目ない 



足びペダルか日がれ、転倒のおそ 
れびあります。 


■運動機能がお下ずるも 
のを摂取したときは、 
乗日ない 

(アルコールや、かぜ藥など） 



意識び薄れ、衝突などのおそれび 
あります。 


■回転物に手を触れない 

(ギヤ•車輪•チェーンなど） 



手を卷さ込まれるおそれびあり 
ます。 


■雨•風•雪のひどいとを 
は乗5ない 



ノ（ランスを崩し、転倒のおそれび 
あります。 


■ カーブで巧がる側の 
ペダルを下げない 


0 



ペダルび地面と接軸し、転倒する 
おそれびあります。 


道を走るとさに必要なルールでず。 



自輯車のルールを守って、ま全走行 

♦止まって確認 、 b く b く発進 
♦ライトをつけて、らく日く走行 



はじめに 
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けびをせずに、他の人にも迷惑をかけないために、交通ルールを守りましょう。 


んな走り方は、やめましよう！ 


手や A ンドルに荷物をかけ 
たり、ペットをつながない 


0 



荷物やひちび、車輪に卷さ込まれ 
たり 、)(ランスを崩すおそれびあり 
ます。 


■滑りやすいところでは 
乗5ない 

(積雪や;ま結した道、鉄板や 
めかるみなど） 


0 



ス I 」ップして、転倒のおそれび 
あります。 

♦降りて、巧して歩いて < ださい。 


まず、これだけは覚えておきましよう。 


■ スポークの間に固形物（ボールなど）を入れて 

0 走5ない 

車輪に卷さ込まれて転倒のおそれびあります。 


■合図 1 U がは、八ンドル 
か！5手を離さない 



バランスびとりにくく、転倒の 
おそれびあります。 



■凹凸の激しいところを 
走5ない 

(歩道の段差や、溝など） 


0 



フレームや車輪の損傷や転倒のお 
それびあります。 

♦降りて、巧して歩いて < ださい。 


■車の横を走るときは、 
注意する 



駐車や停車中の車のドアび急に開 
いたり、車の陰か日人や動物び、出 
てくることびあります 
• 安全を確認し、走行してください。 


I 夜間や視界の悪いとさは、 
無な义で柔5ない 


0 



衝突や転倒するおそれびあります。 
♦ランプびつかないときは、巧して 
歩いてください。 

無灯乂での棄車は、法律違反に 
なります。 


はじめに 
















































































安全上のごま意 （3) (必ずお守りください） 


■乗るまえに 


まず体に合わせる 

♦図のよラに販売店で調整してちらラ 
♦操作して確認する 

① 円滑なぺダ U ングびできる。 

② ブレーキや変速機び確実に操作できる。 

③ 八ンドル操作び容易にでさる。 


く程度に 



ヒジび軽く曲がる 
程聞こ 

ヒザがパンドルに 
当た S ないよラに 


つま先で踏む両足が地面に着くよラに 


正しい服装で (車輪にきき込まれやすぃ 

服装はしない） 

参チ I ーンやギヤびむさだしの自転車に乗 
るとさは、必ずズボンのすそをズボンバン 
ドで止める。 

ズボンの巧れやチェーンへの卷さ込み、ギヤへの 
ひっかかり等を防止するため。 

4冒 テ 


参サイクリング 
などのとさ 


ズボンバンド 




サイクリング 
シューズまたは 
運動靴 


必ず占検ホ 

♦必ず、取扱説明書をよく読んで点検して 
<ださい。 

♦未組立及び未調整の自転車は使用しない 
で < ださい。 

ねか5ないとさは 

参販売店にネ目談してください。 



乗る練習は 

♦練習する場所は 

空地や公園などま全な場所で. 

(よ < 練習してか日一般道路でお棄りください） 



■柔つたあとは 

♦話輪する時は、他の人に迷惑にならないよう、決められた場所にとめましょう。 
♦盗難防止のため、必ず鍵をかけましょラ。 

参自転車の放置は、他の人に迷惑をかけるばかりでなく、環境悪化の原因となります。 
絶巧に止めましょラ。 


はじめに 
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各部のなまえ （1) 


サドル 

シー トポスト 

[サスペンション] 

カムレバー 

[クィックレ U —ズ式] 

U ヤキャ U ヤ 

リフレクタ （テールランス 
後ブレーキ [V ブレーキ] 

ドレスガード 
スポークプ□テクタ 
フリーホイール- 
リヤデイレーラ 
スタンド 



■手元スイッチ 

残量表示ランプ 


空 ♦ l ^ l ♦満 


標準アシス I 


電源 


Q 


電源ボタン 


アシスト切替 


アシスト切替ボタン 


■ 付属品 

•ワイヤ錠1本 

(シ U ンダー式） 


にざり （グリップ)' 


後ブレーキレバー 
ブレーキワイヤー 


八ンドルステム 


発電ランプ 
どろよけ 〈前•後〉 

前ブレーキ [V ブレーキ] 



発電ランプスイッチ 

スポーク リフレクタ 〈前後〉 

前ホーク 

前八ブ 

スポーク 



ギヤクランク 
チェーンケース 
リヤディ レーラ ガード 
チェーン 

タイヤ （〔畜 =19 ページ） 




八ンドルバー 

ベル 

変速機 

シフトグリップ 
前ブレーキレバー 
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はじめに 






















































































各部のなまえ （2) 


フ□ント U フレクタ 


可三ミパ 


警告表示 マーク 


バッテリー 



U フレクタ 

(後部反射器） 


駆動ユニット U スポークリフレクタ 

-前車輪脱落防止金具 L _キ — ( パ' ツテリ_□ツクキ _) 


■警告表示 マーク 

上パイプ上部 


A 警告 


破損や転倒のをれあり 
■各部にがたやユルミの 
あるときは柔らない 
■ハンドルやサドルは限界 
ま示より上げて乗らない 


バッテリー上部 


へをわ占 を T のも'それ fey 
パツテリ-をまえてから 
^ 的テリ - a ヴクキ-をまわす 


フ□ン トフ オーク 


A 警告 


® ボルト等をかして 
分解しない 

ぉぉ化破損やを倒のをれが 
あります。 


バツテリー 



-バッ テリー残量表示ランプ 

(想 =22ページ） 

、巧量表示ボタン 

• 充電のしかた 

^ 12〜13’ 31ページ） 


巧電器 



/• ^ 

National 

BATTERY CHARGER 

リチウムイオン電池用 


Li-ion Mn 
Battery 


圓丰—（バツテリー□ツクキ ー） 



♦キーの番号は、控えておいてください。 

(保証書のキー番号欄とこの説明書の3 7ページの記入欄に記入でさます。） 
キーを紛失されてち、番号びわかればスペアキーをお巧めいただけます。 
販売店にご相談ください。 

※ロック時ちキーは巧けますので、走行 • 駐輪する際は、巧いて保管して 
ください。 


駆動ユニット 



ペダルの踏力を、クランクを通じてトルクセンサーで 
感知し、最適なアシストカをモーターからアシストギヤ 
へ伝えることにより、快適なアシスト走行を実現して 
います。 


はじめに 
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A 警告の 


ま全装置や警告表示マークは取りがさない 

外したまま使用すると、事故発生の原因になります。 


■ 巧を化置 

* ス'— 前車輪脱羣防止金巨 

スポークリフレクタフ□ントフオークエンドリフレクタけ 曼部反射器） リヤデイレーラガードフ□ントリフレクタ 







横か6の光を反射します前車輪の脱落を防止します後か6の光を反射します»撃による U ヤディレー前か5の光を反射します 

※リフレクタが破損した場合は、直ちに新品と交換してください。 フの®損を防止します。 

■警告表示マーク 

上パイプの上部、バッテ U -の上部、フ□ントフオークの3力所に貼付しています。 


お知 5 せ 


♦警告表示マークがはがれたりなくなった場合は、販売店かお客様相談窓□にご相談ください。 



/■ 品番マーク 

/ このマークは法律上 、 g 


クは法律上、自転車として 
認定されたちのです。 

取り外さないでください。 

基準適合 TS マーク 

このマークは、道路交通法の規定に適合し、国家公安 
委員会の型式認定を取得した製品にのみ表おされる 
ちので、まむして自転車としてご利用頂ける証明です。 
(工場出荷時に貼付している TS マークには、保険は 
付帯されていません。保険付さは35ページ参照。） 

車体番号倒印位置） 

防犯登録に必要で、目文字（数字と英字）で表示しています。 


品番 BE- 邸 B67G 
型式 [ EHB67 

醫體製邮* | 如〇 4 - 39 
1 ii 号 r 交 A04-39 


(品番マーク） 




参この自転車は（社）自転車協会び定めた自転車安全基準に基づく型式検査に合格した適合車です。 

自転車ま全基準 

「自転車安全基準」は、（社）自転車協会び J 侶（日本工業規格）をベースに DIN (ドィ 
ツ規格）など海外の規格や粗悪自転車による自転車事故事例等を踏まえて、消'費を 
の安全第一を考えて定めた基準です。 

■ BAA マーク 




旧 AA マーク」は、自転車安全基準に合格した自転車に貼ることび 
でさるマークです。 

「 BAA マーク」は、自転車の立パイプに貼付されています。 
《 BAA = 自転車協会認証 一 B に YCLE ASSOCIATION ( JAPAN ) 

APPROVED 


V A-OOOOOOOO 


はじめに 
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巧電しましよう 


1 . 手元スイッチの電源を切る 


手元スイッチ 

C \ 

( kj | 

11 11 K'a \ 

〜•••一… 擇宰アシスト\ 

D 〇 ) 

電源 アシスト切替ノ 

電; 

原ボタン 


手元スイッチの電源ボタンを押して電源を切る。 
(全ランプ消な） 

※電源を切らないとトラブルの原因になります。 


2.バッテリー□ックをがず 



バッテリーを支え、 

バッテリー□ックキーを時計方向に回しなびら、 
バッテリーをゆっくり手前に倒す。 


3 .バッテリーを引き上げる 

両手で支えなび5引き上げてがす。 


4 .バッテリーを巧電器にセットずる 

電源プラグをコンセント （ AC 100 V )に差&み、 
バッテリーを充電器に奥まで巧し込む。 




5 . 残量表示ランプを確認ずる 



ノ くッテリーの残 量 表示ランプの点打（赤色)を確認する。 
(充電状態に応じた表示になります。） 


残量表示ランプ点'な 

約 2.6 時間後 

残量表示ランプ消な 

(充電中） 


(充電完了） 


(充電時間は、アシストびなくなるまでバッテ U - を使用したときの目まです。) 

♦充電時間の目安 （気温20で） 

8已日/□充電まで . 約1.已時間 

100日/□充電まで . 約2.己時間 


ッテリーは酷暑、酷寒、衝撃を避けるのび上手な使い方です。 ） 


6. バッテリーを巧電器わ、5外 r 

残 量 表示ランプの消打（充電完了）を確認してから、 
充電器を押さえなび5バッテリーをがした後、 
コンセント （ AC 100 V )か5電源プラグを巧く。 


7 . 自転車の取付開□部に乗せる 

取付開口部にバッテリーを乗せる。 

(残量表示ランプのある面を手前にする。) 


8.バッテリーを起こす 

バッ テリ-を「カ チッ」 と音びするまで、き直に起こす。 

(パ’ッテリーのカドを支点にして、弧をえびくように起こす。） 

♦装着後、バッテリーを手前こ引し VC みて、確実に装着されたことを 
確認してください。 

•バッテリーを装着後、バッテリー□ックキーをがし、保管してください。 


巧電ずるときのポイント。 

♦巧]めて乗る時や1力月1ソ上柔日れていない場 S ホ、がず充電してください。 拙荷時は、充電していません。) 
♦充電時の周囲気温は、10で〜30での場所で充電してください。 

♦充電器には、水やほこりがたま5ないよう、ごま意ください。 

♦充電器は、必ず、外装箱から出して、ご使巧ください。 

(充電中の熱により、ケース等び変形するおそれびあります。） 

♦使用しなくても、3力月に一度は充電してください。 （3 1ぺージ参照） 

(お知5せ） 

参バツ テリー保護の為に、満充電からの再巧電はできません。 

♦ノ（ツテ U —温度びほい場合は、充電時間び長くなります。 

♦ U チウムイオンバツテ U - は、メモ U 効果びありませんので、 U フレツシュ充電は不要です。 

♦長くお使いいただく為に上記内容をお守りください。 （3] ページちあわせてお読みください。） 





充電のしかた 
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乗るまえの点検 


安全にご乗車いただくため、棄るまえにつざの点検、調整を実施する習慣をつけましよラ。 
点検、調整後は 走行テスト をしてください。 


A 警告 


■ひび割れや変形したままで走行しない 

ひび割れ 


0 


ふ <れ< 


心フレ-ムィ本 

帝ぶ ギャクランク 

0 1 

5 


ひび割れ 

U ヤディレーラ/ 

a 

ひび割れ/ \ 

化^ 巧びり 




;3^^^ぺダルの卽の 

後ろか日見て- 

-f 

I が!一前ホ-ク @ 

ノ ながり 

曲がっている 

1 


巧れて転倒し、けびのおそれびあります。 

♦続けて棄 b ずに、販売店で点検、整備をしてください。 

サスペンションホーク 
■ボルト等をがして、分解しない 

部品の破損や、誤った組付けによる故障や事故の原因になります。 
♦異常びあったときは販売店にご相談ください。 

分解禁止 



A 注意 


■点検で異常があったときは、乗車しない 

0 事故や転倒のおそれびあります。 

♦異常びあったときは販売店にご相談ください。 


■各部のゆるみ 

♦車輪の締め付け部 




車輪を10 cm 程度の高さか b 落とし、車輪などの締付部に 
びたつさびないこと。(前後とち） 


♦車輪の振れ 


♦八ンドルバ- 


車輪を浮かせ強くたたいてち、 
びたつさびないこと。 

♦ギヤクランク 





少し持ち上げ回転させ、上下 
左ちに大さくふれないこと。 


バーを手で持って、上下に強く 
力を加えてち、動かないこと。 


左ち交互に力を加えてち、 
びたつかないこと。 
スムーズに 回転すること。 


乗るまえに 
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([日常、必ず実施する習慣をつけましょう。） 


リフレ クタにール ランス 
◎割れや、ミちれはないか？ 

◎をからの光を反射するち度になっているか？ 


反射面 


反射面ち 



A 警告 


■乗るまえの点検は、必ず実施する。 

〇 ♦前後ブレーキの効さ、作動の点検をする。 

♦八ンドル•八ンドルステムび、確実に固定されているか点検する。 
♦前後車輪び、確実に固定されているか点検する。 

♦前後タイヤの空気圧び適正か点検する 
事故や転倒のおそれびあります。 


サドル. シー トポスト 

◎サドルに座って、両足のつま先び、 
地面に着くか？ 

◎弓 I 上げ限界線び、見えていないか？ 
◎シートポストの固迅ホ、確実か？ 



車輪 〈前後とも〉 

◎リム . 振れ、変形はないか 

◎スポーク…巧びり、折れはないか‘ 

◎八ブ . びたつさはないか？ 

◎タイヤ……摩耗、切傷はないか？ 
異物は付いていないか 
空気圧は適正か？（巧 


ベル 

◎よく鳴るか？ 

にぎり 

◎ひび割れはないか？ 

◎巧けないか？ 

ブレーキレバー 〈前後とも〉 

◎よ<効<か？ 

◎ワイヤのさびやほつれはないか？ 

-固定は確実か？-作動は円滑か？ 

八ンドル•八ンドルステム 

◎八ンドルの固定は、確実か？ 

◎八ンドルステムの弓 I 上げ限界線び、 
見えていないか？ 

発電ランプ 

◎点灯するか？ 

◎びたつきは、ないか？ 

どろよけ 〈前後とも〉 

◎びたつきは、ないか？ 

◎タイヤにあたっていないか？ 

前ブレーキロ' レーキシュー) 
◎すりへっていないか？ 

◎異物は付いていないか？ 

スポークリフレクタ 〈前後とも> 
◎割れやびたつきは、ないか？ 

八ブナット 

◎車輪にびたつきは、ないか？ 

バッテリー 

◎正し<取付け日れているか？ 

ペダル-クランク 

◎びたつきは、ないか？ 

U ヤキヤ U ヤ 

◎固定は確実か？ 

チェーン 

◎空回りしないか？ 

◎ル石等び挟まってないか？ 

◎歯飛びや異音(バ I 」バ I 」音等)はないか？ 


19ぺージ） 
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柔るまえの調整 （1) 


八ンドル 


A 警告 


■弓I上げ限界線が見えるまで上げない 

0 



■調整後は必ず点検する 

〇 



前ホークステムび折れて転倒するおそれびあります。 


•八ンドルステムの高さ調整 

©六角棒レンチ（己 mm ) で、 ②高さを調整する。 

ボルトをゆるめる。 


③六角棒レンチ（己 mm ) で 
ボルトを締める。 





固定トルク： 20 N - m に00 k 旨 f / 巳 


参八ンドルの点検 



左ちに強 < 力を加えてち、 
動かないこと。 


♦八ンドルバーの角度調整 

©六角棒レンチ （5 mm ) で、調整 
ボルトをゆるめる。 （2 力所とち） 


( D 角度を調整する。 


③六角棒レンチ（已 mm ) で調整ボル 
卜を締める。に力所とも均等に） 







固定トルク：巨.已〜8.已 N-m 

{己已〜8已 kgf / cm ( 


乗るまえに 
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みか5ないときは、,眼売店にご相談ください 


♦八ンドルステムの角度調整 


①八ンドルステム裏側の 
ボルトを六角棒レンチ 
(已 mm ) でゆるめる。 


@八ンドルステムち横の 
ボルトを六ち棒レンチ 
(已 mm ) でゆるめる。 




③角度を調整する。 

j 広大図 

厶値 



mw 



\^ r 

『カチッ』と溝にはまる位置 

A 


決めの軽い手ごたえびあり 



ます。 



10/0/1 o / so / aoMO / 



已□の7段階 


④八ンドルステムち横の 
ボルトを六角棒レンチ 
(已 mm ) で仮締めする。 


⑥八ンドルステム裏側のボルト 
を六角棒レンチ（已 mm ) で 
締める。 


©八ンドルステムち横のボルトを 
六ち棒レンチ(已 mm ) で締める。 





テールランプの取扱い 


♦電球の交換方法 (電球は記載の種類のちのをご使用ください。） 

①上部 D 型部を弓 I さ上げる。 ②テールランプレンズを引き出す。③電球を交換する。 





④下部2ケ所の突起をはめ込みレンズを 
厌9 〇 


⑥上部 D 型部を巧し下げる。 
( r カチッ」と音びします。） 


戻す 


はめ込む 




乗るまえに 
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乗るまえの調整 （2) 


サドル 


A 警告 


■引上げ限界線が見える 
まで上げない 


0 



カムレ八'一を 
回転させて締めつけない 


0 



■調整後は必ず点検をずる 



シートポストび折れたり、カム機構び動かなくなって転倒するおそれびあります。 


•高さと向をの調整 

① カム レバーを 「 OPEN 」 の カム レバー 
方向に開く。 

② サドルの高さ、向きを調 OPEN 
整する。 

③ カムレバーをに LOSE 」 

のち向に閉じて固定する。 



セツトナット 

ゆるめる 



締める 


※カムレバー固定の調整は、セット 
ナツトを回転させてください。 


カムレノ (一をに LOSE 」 のち向に開じてもヴドルび固定できない卸んカムレノ (一を「 OPEN 」 のち向に開いて、セットナットを 
締めるのち向に0.己〜1回転廻し、再度、カムレバーをに LOSE 」 のち向に閉じて、サドルび固定されてし)る事を確認ください。 


化しい方向 

フレーム 


参正しい角度 


参サドルの点検 





フレームと 平行に 
合わせる。 


サドルの上面と地面を上下•左ち交互に強い力を加え、びたつさやずれびない 
平行にする。 こと。 


♦さび付きを防止するために、シートポスト（立パイプに挿入されている部分）に、薄くスプレーオイル 
(チェーン用）を塗ってください。 

♦角度の調壁は版売店にご相談ください。 


お知5せ） 

♦傾いたままご使用されますと、サドル固定ボルトび折れる場合びありますので、正しく調整してくださし、 


ブレーキ 


A 警告 


■調整後は、□ックナツトを必ず 
もとどおり確実に締めつける 


〇 


ブレーキの調整び狂い、転倒や衝突の原因に 
なります。 


A 注意 


ブレーキ操作の練習を巧分行なラ 


か 


通常の入力では、ブレーキの効さすざによる 
前転倒等のおそれびあります。 

♦時速10 km / h 程度で、繰り返しブレーキ操 
作を練習し、ブレーキ特性を充分体得され 
てね、 日徐々に速度を上げてください。 


乗るまえに 
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みか5ないときは、,眼売店にご相談ください 


♦ブレーキレノ f —①調整 

ブレーキをかけてよく効かない場合には、□ツクナツ 
卜をゆるめて、調整ねじで調整した後、□ックナットを 
必ずちとどおり確実に締めつけてください。 

それでち効かない場合は、販売店で調整を依頼してく 
ださい。 


□ックナット調壁ねじ 


しめる 



ゆるめる 


(ブレーキび 
効きにくくなる） 

(ブレーキび 
よく効く） 


ブレーキレバーの点検 ♦ ブレーキワイヤ揃 後とも) の点検 




通常の力で引いて、レバーと 
にぎりの間隔び2〜3 cm あ 
ること。（前後とも） 


ワイヤび切れかかっていないこと。 

ワイヤの先端@に、キャップびついていること。 


■タイヤ(前後とも) 


参適正な空気圧 

自転車に棄った状態で接地部の長さび、約] 0 cm 程度び、適正です。 
圧力計のついたポンプでは、空気圧の測定び巧能です。 

(お知5せ） 

♦空気圧びかないとノ（ンクや、タイヤ、 U ムを損傷させる原因になります。 
♦長期間使用しない場合は、空気圧は自然に減ります。 

♦タイヤバルブの型式は、英式です。 


タイヤバルブ(英式） 



•空気の入れ方 

タンク付高圧ポンプをご使用ください。 

圧力計のついたポンプでは、 LU 下の推奨内圧を目安にしてください。 


〈参考> 巧奨内圧 


kPa 表术 

300-450 

( PS 废示） 

43-65 

{ kgf / cm を示 （ 

3.日〜4.曰 


《 （ PSI 表示）と { kgf / cm 2 表示}は、 
参考としておしたちのです。 


•タイヤの点検 



切傷や亀裂びないこと。 
摩耗していないこと。 


乗るまえに 
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乗るまえの調整 （3) 


■発電ランプの取扱い 


/Ki 

度化 
言 口 

■ 点1 打確認のとを指を挟む恐れあり 

■ランプの取付がゆるんだまま、 

A 前車輪を回転させたとさ指び巻さこまれる 

走行しない 

おそれびあります。 

/ C-N スポークに卷さ込まれ、転倒のおそれび 

指にま意 

あります。 

■走行中はスイッチを操作しない 

■夜間や視界の悪いとさは無1 灯乂で 

/ r > v 走行中にスイッチを操作すると、自転車のコン 

乗らない 

C 卜□ールを失い転倒するおそれびあります。 

衝突や転倒のおそれびあります。 

♦スイッチの操作は、自転車を止めてか日 

1 V 参ランプびつかないとさは、巧して歩いて 

行ってください。 

ください。 


•発電ランプの特長 

発電機び車輪に組み込まれている八ブダイナモ式発電ランプです。 

センサーび周囲の明るさを感知して、自動的に点灯します。仅イッチび AUTO の位置のとさ） 
停止すると消灯します。 


♦電球の交換方法 (電球は記載の種類のちのをご使用ください。） 


のランプ角度調整ボルトを 
ゆるめランプを外す。 


②ランプ後部を矢印方向に 
回し、引きあいてがす。 


③電球を交換する。 





④ランプ後部とレンズ部の溝を合わせて 
巧し込み、時計方向に止まるまで回す。 
( r カチッ」と音びします。） 


⑥ランプを取り付け、ランプ 
角度調整ボルトを締める。 




乗るまえに 
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みか5ないときは、,眼売店にご相談ください 


♦照 5 ず位置 



参角度の調壁は販売店にご相談ください。 


I スイッチの操作方法 



ON :常にスイッチ ON の巧態です。 

AUTO :暗くなると自動的にスイッチ ON の状態になります。 
OFF : 常にスイツチ OFF の状態です。 


参点な確認のしかた （スイッチ位置び AUTO の場合) 



受光部（本体下部）に光び入らないよラに黒い紙等でふさいでか日 
前車輪を回転させて、点灯することを確認する。 

確認後は、受光部をふさいでいた黒い紙等を外してください。 




♦受光部び巧れたとさは、柔らかい巧でふさ取ってください。 

受光部び巧れていますと、センサーび誤作動を起こす場合びあります。 


乗るまえに 
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乗るまえの確認 ( :バツテリーの残 量） 



バッテリーの残■と目的地までの距離を 
よく確認してください。 

バッテ U —の容量び、どの程度残っているか、又はどの程度充電されているかを 
巧ることびでさます。 

バッテ U —の残量表示用ボタンを巧すと、残量表示ランプび、残量を表示します。 
(あくまでち目まとしてご使用ください。） 


バッテリー部 

巧■表示ランプの表示げ況 


バッテリー歹丟量 

20 40 60 80100% 


手元スイッチ部 
夕寞量表示ランプの表示状況 




約2□'〜10 % 


LED ランプ ] つ点滅 








遅い点滅^早い点滅^消灯 



約]〇〜0 % 


約]〇〜0 % 

CEiag 


〇 1〇満 


お知らせ 


♦バッテ U —び新品のときや、長期間使用されていないとき、又は、厳寒の曰や急な坂を登ったときは、 
まれに、残量表示ランプび点打していても、補助カヴシスト）び働かないことびあります。 
このような時は、再度充電してください。 


乗るまえに 
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G 走行距離の目安） 


■走行距離の目ち 


満充電後、バッテ U —の残量び0になるまでの目安です。（当社の実験より） 

走行距離の目まは、次の条件で測定しています。 

♦バッテ U - は新品、気温は常温20で、車載質量は60 k 邑读員および荷物を合計した質量。） 

♦発電ランプは未点灯。 

♦実際の走行時の気象、道路、車両、運転、整備、棄り方等の条件により走行距離は変化します。 

♦強モードの場合、走行距離は条件により大さく左ちされます。目安として標準モードの80%〜70%程度。 
《下記の表中の r 標準」は、アシスト切替の選択状態をおしています。 


走りかた 


走行距離 ( km ) 

10 20 30 40 已〇 


走行条件 


標準モード走行 

(業界統ーテスト条件） 


38 km 「標準」 


A 


-已 km - 


A は、平坦] km 、 変速回時速]已 km/h 
B は、2度あ] km 、 変速固時速] 0 km/h 
C は、平坦] km 、 変速囚時速1已 km/h 
D は、2度あ] km 、 変速囚時速20 km/h 
E は、平坦 1 km 、 変速回時速]已 km/h 


平坦路 


連続走行 




曰 0 km 「標準 」I 


時速1曰 km / h 、変速回 


坂道 (勾配2嵐 



13 km 鳴準」 


時速10 km / h 、変速固 


きつい坂道 (勾配4度） 



7 km 


r 標準 J 


時速7 km / h 、変速回 


《上記「標準モード走行」は業界で続一のテスト条件です。 


お知5せ） 

♦冬期は、/ (ッテリーの特性上、走行距離び短くなります。 

♦充電回数の増加と使用期間の経過に従い、1回の充電での走行距離がしだいに短くなります。 
♦を巧3巨離は、道巧が況やをり方によりを{じします。 

(積載重量び10 k 吕増えた場合、通常にくらべ約] 0 %走行距離び短くなります。） 
♦ペダルび重 < なる巧い方ほどバッテリーは早 < 消巧します。 

(走行距離をのばす為には、軽めの変速位置を選んでください。29ページ参照。） 

♦巧電回数びかなくてち、長期巧の巧用によ日、を巧3目離び短くな0ます。 


乗るまえに 
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さあ、乗りましょう！ （1) 


1 . 手元スイッチの電源を入れる 

ペダルを踏ま巩こ、手元スイッチにある電源ボタンを巧す。 

残量表示ランプび全点灯し、約2秒後に現在のバッテ U —残量を 
表术します。 

残量表示ランプとアシストランプび交互に点滅する時は、ペダル 
に足を棄せないで電源を入れ直してください。 （3 己ページ参照。） 

[ オートオフシステム） 

♦停止して已分じ(上経つと、自動的に電源び切れます。 

(再度走行する時は、電源を入れ直してください。） 


2. スタンドを上げてサドルにまたがる 

スタンドを後方へ完全に巧し上げる。 


3.発進ずる 

前を左ちのち全を確認し、ペダルを踏んで発進する。 

(電動補助システムが働寺、作動音がします。） 


A 注意 

1 

■スタンドを立てた状態では、柔車をしない 

スタンドび壊れる原因になります。 

♦スタンドを上げてか日乗車してください。 

■けんけん乗り（けり乗り）しない 

iTN 転倒や接触事故のおそれびあります。 

♦必ずサドルにまたびって荒進してください。 



※けんけん乗り（けり乗り）とは、 片足でペダルをこざなび日助走し、反動をつけてサドルにまたびる棄り方です。 




手元スイッチ 
巧■表示ランプ 

アシストランプ 


' 摄準アシスト 

)0 

源 アシスト切替 


電源ボタン 


乗りかた 
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■沈ぉ in — 

♦電源ボタンを巧した時に手元スイッチの残量表巧ランプび点なしない場合は、バッテリーの充電や固定が確実 
にできているかを確認してください。 

♦走行中は電源を入れないでください。 

♦慣れるまでは、踏み始めのアシストカにま意してください。 

♦停車中は、両足を地面に着けるか、又は、ブレーキをかけた状態にしてください。 

♦走行中に通常と異なった音がした場合は、販売店へ相談してください。 

(お知5せ） 

♦走行中は、ラジオ等に雑音び入る場合びあります。 


■荷物を積むとき 


A 警告 


■ 積載条件か5がれる荷物を積まない 
^ 〈リヤキヤリヤ積載条件> 

しグ ♦高さ ： 30 cm まで 

♦幅•長さ：キヤリヤの幅•長さプラス10 cm まで 
♦重さ ：1已 kg まで （クラス表示]助 

バランスを崩し、転倒するおそれびあります。 



• 荷物の運搬には、キヤリヤじ(がは使巧しないでください。 

• 容量の大きいキヤリヤ及び/(スケットに交換しても最大積載重量は同じです。 


乗りかた 
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さあ、乗りましよう！ （2) 


■ タイヤについて 

A 注意 

■ タイヤの空気圧は標準空気圧（推奨内圧）にしたがう 

パンクによる転倒の原因になります。 

■ タイヤの空気圧は標準空気圧 1 U 下は使用しない 

タイヤのひび割れ、偏磨耗等パンクの原因になります。 

■走行前にタイヤに異物が刺さっていないか点検する 

パンクによる転倒の原因になります。 


♦タイヤの空気圧チェックは走行前に必ず行ってください。 （ 19ぺージ参照） 

※空気の入れ過ざや低圧使用はタイヤの破損やノ（ンクの原因となります。必ず標準空気圧に従ってください。 

♦ス I ブなどの熱源の近くに置かないでください。 

♦ガソリン-有機ミ容剤-油類のあるところに置かないでください。 


■ 幼巧用座席について 

♦この電動自転車は、幼児用座席を取付けることができません。 


乗りかた 
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■ 乗車について 


A 警告 


■乗車したまま段差の上り下りはしない 

佳道から歩道への段差等） 

スタンドび段差にひっかかり転倒したり、車体び損傷するおそれびあります。 
启転車か日降りて、巧してください。 


0 


0 


走行時、ワイヤ錠いリンダー式)を車輪の近くや八ンドルにぶ日下げない 

スポークに卷さ込んだり、八ンドルびとられて転倒するおそれびあります。 


乗りかた 
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さあ、乗りましよう！ （3) 


変速操作のしかた 


A 警告 


■スピードをだしすざない 

(S) 


標準常用速度12〜1已 km/h 


0 


衝突や転倒による事故の原因になります。 

変風よ、一度に2段 1 U 上しない 

気に変速すると、ショックび大きく、転倒するおそれび 


あります。 

♦ 1段ずつ変速してください。 


♦八ンドルのが側に回す 
〔1 一 2 一 3 一 4 一己一 6 一 7 I 

インジケーター 



シフトグリップ 


♦八ンドルの内側に回す 
^7 一 6 一己一 4 一 3—2 一 1 ) 


■手元スイッチ (アシストモードの切り替えかた） 


アシスト「強」モード- r 標對モードの切り替えは、電源び入って 
いれば、アシスト切替ボタンを巧すだけで切り替えびできます。 


アシスト 

ランプ 

消な … r 自勤モード標準モードより楽に走行でさますび 
走行距離は短くなります。 

点な… 「標對モード 


/ 


tw iIaJ Ik IK mm 

標準 アシスト \ 

) j 

アシスト切替 ノ 

a ( 


アシスト 

巧替ボタン 


お知らせ） 

♦電源を入れた時は、「標準」モードに設定されています。 

坂道や重い荷物を載せて走行する時は、アシスト切替ボタンを 
巧し、「強」モード（アシストランプ消灯）にしてください。 
♦下り坂等でペダルび軽くなると、自動的にモーターび止まり、 
無駄な電力消費を抑えます。 


♦変速操作は、よく練習してくださし、。 
♦シフトグリップを無理に回す変速は 
しないで < ださい。 

(変速機を傷める原因になります。） 

♦足の力を緩めてから、変速操作をし 
て < ださい。 


お知5せ） 

♦シフトグリップを 操作すると、位置 
決めの軽い手ごたえびあり、その位 
置び、適正ポジションになります。 


変速位置 

ペダルの回転び 

軽くなる 

重くなる 

1 

\ 

\ 

1 

1 






7 

1 

1 

\ 

\ 


シフトグリップ 


手元スイッチ 



乗りかた 
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G 変速機とアシストモ—ドの使いかた） 


■ 変速機の上手な使いかた 

推奨変速位置 


推奨アシストモード 


お知5せ）走行距離をのばず為のポイント。 



人にも自転車にも優しくするのびコツです。 

♦タイヤの空気圧はいつち適切にする。 （1 目ページ参照） 

♦軽くスムーズにペダルを回し、軽めの変速位置を選ぶ。（特に発進と上り坂。） 

•変速機やアシストモードは、坂や風の状態、体調等によって、最適の位置を選んでくださし、。 


■ ブレーキのかけかた 


の後ブレーキを先にかけてか b 



♦急な坂道のときは、降りて巧してください。 
♦下り坂のときは、適時ブレーキをかけなが日速度び 
でずざないよラに走行して < ださい。 


A 警告 


I 雨天時や下り坂ではスピードを 
出さない 


0 


ブレーキび効さに<<、ス1」ップしやすい 
ため、衝突や転倒するおそれびあります。 


♦下り坂の手前では、ブレーキテストを行ってください。 
参急ブレーキをかけなくてもよいように、いつも前方 
にま意してください。 


乗りかた 
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乗ったあとの駐輪 


1 . 手元スイッチの電源を切る 

手元スイッチにある電源ボタンを巧して、電源を切る。 

残量表示ランプとアシストランプび消打する。 


2.スタンドを立てる 

スタンドを立てる。 


3. ワイヤ錠で施錠ずる 


駐輪上のごま意 


♦駐輪場など、 ミ夫め 5れた場所に駐輪してください。 
♦盜難防止のため、瓜ず施錠して駐輪してくださし、。 
♦車両には住所、氏名等を記入しましよラ。 



手元スイッチ 
残■表示ランプ 

アシストランプ 


> I 標準アシスト 

0 

■"雷源 アシスト切替 


電源ボタン 


乗つたあと 
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ノむソテ U 一について 



U- 


■バッテリーの種類は、リチウムイオン電池でず， 

特曲ま、 

♦メモ U —効果はありません。 

♦を期は、容量び低下し、走行距離び短くなります。 

♦バッテ U —温度び低い場合、充電時間は長くなります。 

• ほとんどの部品び、 U サイクル可能です。 

品勘ま、 

• NKY 2 日] B 日2です。 

■バッテリーの交換は、 

• お買い巧めの販売店にご相談ください。 


ちいパ'ッテ U —は、 U サイクルのために必ずお買い巧めの販売店へ 
お渡しください。 



使用済みの充電式 U チウムイオン電池は、貴重な 
資源を守るために、廃棄しないで U サイクル協力 
店へお持ちください。 


寿命の目ま 


充電回数は、約已〇□回位（標準モード走行のパターンで走行した場合)、 
使用期間は、約2年間び目安です。 

(走行状況や気温 • 充電のしかた、使用期間等で異なります） 


お知5せ 


M 回の充電で、走行でさる距離び著しく短くなったとさび、交換の時期です。（約己割!;(下） 

>バッテリー寿命の目をと、製品の保証期間とは関保ありません。 


バッテリーを長くお使いいただく為のポイント。 

■長期保存ずる場合は、 

♦満充電してください。 

♦周囲気温び10で〜30での場所で保存してください。 
♦最低3力月に1回は充電してください。 


必要なとを 
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お手入れと保管 


■曰常のお手入れは、 

♦乾いた巧やブラシで、ミ尼や±、ほこりを落としてください。 
洗車は、しないでください。 

• びんこな巧れ I こは、台所用洗剤（中性)を薄めてご使用ください。 

■ 湿気のをい所や海岸沿いは、 

さびやすいので、お手入れの回数を、多くしてください。 


■な謹誦 

•シンナー等の有機;’容剤は、使用しないでください。 

(塗装がはげたり、樹脂製部品が浸食されます。） 

参サドルには、ワックスをかけないで < ださい。 

(座ったときを服が巧れたり、すべります。） 

♦雨天走行後は、前リム側面のブレーキシュー接触面の砂やミ居をふき取ってください。 
(黒く変色するのを防ぎます。） 


■保管場所は、 

参安定のよいところ。 

•風通しがよ <、湿気のないところ。 

♦雨つゆや直射日光が当日ないところ。 

■タイヤには、 

空気を十分に入れてください。 

( 厮]目ページ） 

■長期間保管する場合は、 

• ごみやほこりびつくのを防ぐため、「サイクルカバー(別売才 
プシヨン)」の使用をおすすめします。 

(バッテ U - の保をについては31ぺージをご覧ください。） 



サイクルカバー（別売オプション） 

《 SAR 094 〜098 

前後据絞り（強力合成ゴム使用） 

お中央ナップ棒止め 


■廃棄ずるときは、 

自転車を廃棄するとさは、お住まいの地域のルールに従ってください。 


お手入れ 



必要なとさ 
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ま油について 


A 警告 


■ リムやブレーキシュー（ゴム部）には、 
油をつけない 

ブレーキび効かなくなり、衝突や転倒の 
おそれびあります。 


ミち油禁止 


於 


このマークは、 
ま油場所を 

7 R しよ9〇 


面 


このマークは、 
ミち油禁止場所を 

术しよす。 




• 油の種類は、がず、防鐘潤滑剤を使巧してください。 

(き用油などは、硬化するおそれびあります。） 

♦を分な油は、乾いた巧でふき取ってください。 


.参ブレーキレノ く一 

〈前•粉 



レバーの 可動部と 
ワイヤの固定部にミ主油。 
(ワイヤびさびて、切れやす< 
なるのを防ざます。） 



可動部にミ主油。 

スタンド□ックの裏側の 
2本のカシメ部分 



前ブレーキ 

(ブレーキシュー） 

ま油禁止 

リム〈前•粉 

まミ止 

タイヤ〈前•後〉 

ついた油は、すぐふき取る。 

(ひび割れなどを化を防ざ 
ます。） 

チェーンケース 

ついた油は、すぐふき取る。 
(変色や塗装びはげるのを 
防ざます。） 


^♦チェーン 

1 

匿 



クランクを回しなびらミ主油。 
(サビやほこりびつくのを防 
をます。） 


可動部と プー I 」 一にを 油。 


必要なとさ 


33 






















































定期点検/ア フターサービスについて 


定期点検 


A 警告 


■ 定期点検は、必ず実施する 

異常や故障の発見びおくれ事故の原因になります。 


〇 


■ 部品の交換は、巧の基準で実施する 

〇 ♦ブレーキワイヤ•変速ワイヤは、異常びなくても2年に1回は、交換する。 
♦タイヤは、接地面（トレッド）の溝びなくなる前に交換する。 

♦ブレーキゴムは、溝の残りび、1 mm になる前に交換する。 

ブレーキび効かな<なったり、ス I 」ップのため転倒のおそれびあります。 


点検と整備は、 『 LYREB 旧 D EB 』 の大切な健康診断です。 

いつまでちま全にお棄りいただくために、ご使用後ネ刃めてのネ刃回 （2 力月目）点検と、己力月毎の定期点検の実施を 
お願いします。 

•初回に力月目）の点検と整備 

お買い巧め2力月位のご使用で、各部にねじのゆるみび出ることびあります。 

必ず、お買い巧めの販売店又は修理代行店で、点検-整備をお受けください。 

♦ 2回目 L ソ降 （6 力月毎）の点検と整備 

安全にご愛用頂くため、必ず継続してお受けください。 


愛情点検 

定期点検をし、安全走巧を 
しましよラ！ 

潔 

こんな症状はありませんか 
参異常音がする 
参びたつさやゆるみ 
•車輪の振れ 
♦ブレーキの効きが悪い 


■。議— 

♦点検-壁備は、お買いホめの販売店で行ってください。 

♦点検用のシートは、保証書の裏面に用意しております 
ので、ご活用ください。 
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盗難補償/基準適合 TS マーク 


盗難補償について 


盗難補償制度とは、 「 LYREB 旧 D EB 」 をお買い巧めいただいたお客様を対象に、ご購入曰より2年 L ソ内に盗難にあ 
われた場合、盗難車の希望ル売価格（税込）の3□パーセントと組立手数料 4. 20□円（税込）で、盗難車と同タイプの 
新車をお買い巧めいただくことびでさる制度です。制度の詳細は下記の通りです。 


ご購入時、保証書のお客様欄に必要事項をご記入され、盗難補償登録力ード(メーカー返送巧）をご返送いた 
だいたお客様に限り、なの内容により盗難補償びラけられます。 

(1) 盜難補償の期間と範囲 

お買い巧めの日か日2年間 LU 内の自転車淵売部品等を含む装着部品の盗難は除く）かつ、 

盗難曰より目0曰じ(内に申し込みいただしすこ場合に限ります。 

(2) 盗難補償の内容 

■お客様のご負担 ①充電器を除く本体の希望ル売価格（税込）の30% 

②組立手数料4,200円（税込） 

(3) 盗難補償の申込み要領 

■提出書類①盗難にあった地区の警察署から交付を受けた証明になるちの 
(警察受理ナンノ (一又は盗難届出証明書等） 

③盗難車の保証書 

③ 盗難車のキー （2 本） 

④ 盗難補償申込書（販売店び用意いたします。） 

■申込み先お買い巧めの販売店へ現金を添えて、お申し込みください。 

追って、販売店か日新車を、おミ度しいたします。 

(4) 盗難車の所有権 

盗難車び発見された場合は、その所有権は当社に帰属することを同意の上お申し込みください。 

(己）盜難補償びでさない場合 


① （3) の書類びそろわない場合 
③補償期間び過ざている場合 

⑥ 盗難補償車び再度、盗難にあった場合 

⑦ 盗難車び見つかり、返ってきた場合 


③ 防犯登録びされてない場合 

④ 景品などの贈呈品の場合 

⑥盗難補償登録カードび返送されていない場合 
⑨無施錠で盗難された場合 


知5せ） 

♦生産等の都合で、同タイプの自転車をお届けでさない場合びありますことをご了承願います。 


基準適合 TS マークについて 


、をき席 



^ 适管语 が'^ 

賠償責任-瘍害 f 呆険巧 （1 年間ち効） 
自転車安を碧備±番号 


点検 


自転車安全整備店で点検整備を行い、基準に適合した安全な自転車にこのマークを貼る 
ことびでさます。 

このマークには、傷書保険と賠償責任保険び付帯されており、万一の事故の際に利用す 
ることびでさます。 

詳しくは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 

江場出刷寺に貼付している TS マークには、保険は付帯されていません。 （1] ページ参照。）） 




>点検 


年 


月 


日が記入されていない場合は、 


必ず、お買い巧めの販売店に記入しても日ってください。記入されていない場合は、 
保証されないとさびあります。 


必要なとを 
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故障かな…？! 


まず、巧の表に従ってお調べいただき、直らないときは、おホめの販売店に修理をご依頼ください。 





手元スイッチのアシスト 
ランプ、残量表示ランプ 
が点なしない 


手元スイッチの残量表示 
ランプが早い点滅を 
したり、点打しない 

ぺ 

夕' 

ル 

び 

手元スイッチの巧量表示 
ランプとアシストランプ 
が交互に 1 回ずつ点滅 
ずる 

手元スイッチの残量表示 

重 

い 

ランプが 3 回、アシスト 
ランプが 1 回の割合で 
点滅する 


手元スイッチの巧量表示 
ランプが吕回、アシスト 
ランプび 1 回の割合で 
点滅ずる 


補助（アシスト）が切れ 
たり入ったりずる 


補助ヴシスト）しない 




ペダルに振動を感じる 


► 


/- 

\ 

巧 


1=1=1 

巧 


で 

バッテリーの巧量表示 

さ 

ランプが点なしない 

な 


い 


V 

J 


巧処方法 


♦停止して已分じ(上たっていませんか？（オートオフシステム） 
〇電源ボタンを巧して、電源を入れ直して < ださい。 


>ペダルに足を乗せた状態での停車時に振動を感じる場合び 
ありますび、モーター固有の特性ですので、故障ではあり 
ません。 


ぺージ 


♦バッテ U - び確実に取り付けられていますか？ 

〇バッテ U —を確実に取り付けてください。 

12〜13 

♦バッテ U —の残量表示ボタンを巧した時に、2 - 4番目の 
LED び点滅すれば、保護機能び働いています。 

〇バッテ U —を充電してください。 



♦充電びでさていますか？ 

〇バッテ U —を充電してください。 

12〜13 

♦ペダルを踏みなび5、電源ボタンを巧しませんでしたか？ 

〇ペダルを踏まないで、電源ボタンを巧して、電源を 
入れて < ださい。 

'' 

24 

J 

♦走行中に発生した場合は、過負荷び考え日れます。 

〇電源ボタンを巧して、電源を入れ直して<ださい。 
直らない場合は販売店にご相談ください。 

24 

A 

♦アシストシステムの異常です。 

〇販売店に修理をご依頼ください。 

'' 

J 

♦配線びゆるんでいたり、端テび巧れていませんか？ 

〇販売店にご相談ください。 




24 


♦バッテ U —び正しく挿入されていますか？ 

充電器のバッテ U —挿入部びよごれていませんか？ 

〇よごれを取り除さ、バッテ U —を正しく挿入してくださし)。 

12〜13 

•満充電ではありませんか？ 

〇バッテ U - の残量表示ボタンを巧して、チェックして 
ください。満充電からの再充電はでさません。 

一度使用してから、充電してください。 


♦残量表示ボタンを巧した時、 ]• 3 • 已番目の LED び点滅 
する。 

〇周囲気温び1日む〜3日むの場所で、充電してください。 

13 

♦残量表示用ボタンを巧した時、 LED び流れるよラに点滅する。 

^走行可能な時は、一度使用してから充電してください。 
W 販売店にご相談ください。 

J 


必要なとさ 
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対処方 


ぺージ 


r 



♦充電びでさていますか？ 

♦長期間使用せずに、放置されていませんでしたか？ 

〇バッテ U —を充電してください。 

、 

12 〜 13 

走 

行 

距 

離 

び 

短 



♦初めて使用するノ（ッテ U —ではないですか？ 

〇バッテ U —を充電してください。 

12 〜 13 

手元スイッチの残量表示 
ランプび短い走行で点滅 
を始める 

► 

♦道路条件や変速位置、苛酷な走行により、走行距離び、 

短くなります。 

23 


♦を期は、バッテ U —の特性 上 容量の低下び大きくなります。 





い 



♦タイヤの空気圧び低下していませんか？ 

〇自転車用ポンプを使って空気を入れて<ださい。 

19 




♦ブレーキの調整は正しくでさていますか？ 

〇ブレーキの調整をしてください。 

18〜19 


( -\ 


♦充電中、充電器はをか熱くなります。 

、 

バッテリーや充電器が熱く 


与> 異常ではありません。 


なる（発义のむ配） 

r 

♦手で触れられないほど熱い場合は、異常です。 


\_ ) 


〇ただちに使用を中止し、販売店に修理をご依頼ください。 

A 


( ^ 


♦充電途中で電源プラグを巧さませんでしたか？ 

1=>再度充電してくたさい。 

12〜13 

充電が完了したのに残量 
表示ランプが己個全部点な 
しない 


♦充電器の端テび巧れていませんか？ 


► 

〇乾いた布等で清掃してください。 




♦長期間使用されたバッテ U —ですか？ 


\_ ) 


〇バッテ U - の寿命です。販売店にご相談ください。 



おぼえのため、記入されると便利です。 


販売店名 

電話 （ ） 一 

品 番 

車体ま号 

キー番号 

防犯登録番号 


必要なとさ 
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仕様 


品 番 

BE-EHB67 


全 長 

1,800 mm 

寸 

全 幅 

595 mm 


サドル高 

860 〜 993 mm 

法 

タイヤ形状 

26X1.4 HE 


軸間距離 

1 ， 1 ] 曰 mm 

総車両質量 

22.0 kg 

フレーム 

ダイヤモンド型 

八ンドルバー 

オールランダーバー（アル S 製） 

1」フレクタ 

1」ヤキャ1」ヤに取付 

スタンド 

] 本スタンド 

補助速度範囲 

24 km/h 未満 

充電 1 回の走行距離 


(標準モード走行） 

〇 〇 Km 1 


t — 夕一あ xC 

直流ブラシレスモーター 


定格出力 

240 W 

補助力制御方式 

踏力比例制御 

バッテ U- 品番 

NKY201B02 


種類 

1」チウムイオン電池 


容量 

26 V-3.6 Ah 


苗 g 
貨里 

]'1 k 昼 

充電器 品番 

NKJ022 


あ式 

スイッチング-レギユレーター式•スタンド型 


電源 

AC100 V (已〇 Hz/ 己 0 Hz) 


充電時間 

約 2.6 時間 


起 g 
貨里 

0.7 kg 


消費電力 

81 W 


待機消費電力 

約 ] '已 W 

変速機方式 

外装 7 段シフト 

駆動方式 

インラインドライブ 

制動装置前輪 

V ブレーキ 


後輪 

V ブレーキ 

照明装置 

八ブダイナモ式 

施錠方式 

ワイヤ錠 

適応身長 

1 目日〜]目 4 cm 


♦乗車適応身長は、個人差びありますので、目まとしてください。 

♦寸法や質量等の値は、部品のば5つきや仕様変更により、誤差び生じる場合びあります。 
♦仕様変更などにより写真、イラストや內容び一部実車と異なる場合びあります。 

♦電池寿命は、約已00回の充-放電または、約2年び目まです。 

このときの電池容量は、初期の約巨0 %に低下します。 （保罰回数.期間ではありません。） 
♦この車種は、柔員体重を巨已 kg で基本設計しています。 

従って、著しく才ーパ’一した体重の方び常用された場合は、消耗度合、劣化度合び 
大きくなり、また、走行距離び短くなります。 


必要なとさ 
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